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主の御名を讃美致します。 い国かもしれませんが，バングラデシ
＇ヽ

5月30日に一時帰国して以来，多く ュに関心を寄せ，深く知る人々が増え
I 

の方と一年振りに再会しました。支え ることにば って，今まで見えなかった

る会の皆様，教会の万々 ，バザーを通 開発援助の実態が明らかにされ，私達
I 

して資金援助をして下さっている方々， の国，日本の問題も見えてくると思い

元の聴場の同僚や障害者の会のメンバ 定す。自分の足許を見つめ，自国の問
／ 

ー，保健婦や助産婦の友人達，そして ／題を認めた上で関わる協力でなければ，
・’ 

太極拳や華道で知り合った知人。子育 ／ 善意の押しつけの協力になるのではな
I 

て真最中の従姉妹たちも子供を連れて＇ いでしょうか。
I 

毎士 シ →示かってさごした。 「バングラデ‘シュ 今回の一時帰国で，今までアジアの

ってどこにあるの？」 「どんな ものを 開発途上国に無関心だった友人，知人

食べているの？」に始まって， I,援助・ が関心を示し始めていることを知って

協力のあり方に関する事柄まだ，様々 力付けられました。

な質問が寄せられます。答えに窮する 一— 祈りの課題

ことも度々でしたか，
I 

それでも大勢の 1． 一時帰国の間に出会った人々が、

人が私の派遣されている国バングラデ
＇ 

バングラデ‘ンニを通して，南北問題

シュに関心をもって 〈／れていることを に関心を寄せてくれますように。そ

知って嬉し く思いました。 して，各々の方にふさわしい行動が

日本に居ると勺シグラテシュに関す 起こされますように。

る情報は ‘‘洪水｝’“貧しい国へ援助” 2 主が一人一人に働きかけて，その
／ 

I "不法労働者 り等のマイナス イメージ 人生を真の豊かさへと導いて下さい

-̀-’ ばかりです。 尺 して，私達とはあまり ますように。

関係のない遠い国のように思われてい 3. 家族の健康が守られ，安心して任

ます。しがし，バングラデシュの人々 地での働きが続けられます I-う-
、. - 9 に。

には日本は身近かな存在です。車や電 し

；＝告IJ口 ／
＝元そモ面悧！

匁呑ロロ”オーディオ製品を通して， ;~ 

「Japan」の名は村の隅々にまで知れ '. 

渡っ，ています。何よりも日本はバング

ラデシュから援助の名のもとに多くの
； 

利益を得ています。橋を建設したりボ
1/ 
ー トを売ったりして………小さな，遠

ペシャワ ールにない日本の美しさの

一つは，青空にかかる雲の動きです。

雨上がりの五月晴れの空を新緑の木の

間から見ていると，飽きることはあり

ません。ちょうど 7年前，岡山の邑久

光明園で「研修」していた時も，学び

をよそに，ぼんやりと雲を眺めていま

した。 の死の行進のごとく ，迫り来る破局に

光明園には00寮と，各病棟に名前 合わせるように，殺伐なものです。

がついています。わけても「O雲寮」 きらびやかで喧しい割に中身の少な

と雲を冠する名が目立ちました。治療 い過剰包装時代，汗水流して働 く事を

法もなく崩れてゆく肉体に耐えながら 厭う一億総貴族時代，カネど効率主義

隔離生活を余儀なくされた，あの一昔 で頭のいかれた一億総白痴時代，こざ

前の患者たちにとって，雲の自在な動 かしい評論ばかりで実のない口先時代，

きは，どんなに慰めと憩いを与えたこ タガが緩んでビジョンを失った無気力

とでしょう。そしてある時には，自由 時代。心理学者が言わずとも， 「適応

への渇望の投影であり，低 く重くたれ 障害」の一つも起こりましょう。

こめた雲は自分の境遇の暗さの象徴だ とまれ，私もドンキホ ーテのつぶや

ったでしょう。 きを以て，神共に居ますれば一億人た

今年は私自身 5月13日に帰国後，せ りとも我ゆかん，雲の彼方のペシャワ

まい檻に入れられているようで，ほん ールに思いを馳せつつ，空を眺める今

のちょっびりでしょうが，昔のハンセ 日この頃であります。 一――ー・、
占”`•~-“.. -• ••-— ン病患者の悲哀が解るような気がしま ---＇（前丹号手中村医師の帰国日に誤りが ＼ ， 

す。美しい雲の天空に比べて人の世は
·- •·-"'"1— 

• あり 玉‘じた。 5 月 13 日と，お詫びして ＼ 
、マ•~ 

どうでしょう。まるでフレミングの群 ！訂正します。） -―→ 1 
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